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サマゴンパからのマナスル　右が山頂
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九
三
年
冬
の
サ
ガ
ル
マ
ー
タ
南
西
壁

の
後
、
今
度
は
冬
の
K
2
を
や
っ
て
み

よ
う
と
話
が
も
ち
あ
が
っ
た
。

九
六
年
に
、
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ッ
ポ
ン
新

聞
創
刊
五
〇
周
年
の
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ

と
し
て
行
お
う
と
し
た
。
し
か
し
、
冠

登
山
で
失
敗
は
出
来
な
い
。
又
、
バ
ブ

ル
の
崩
壊
で
、
資
金
面
に
お
い
て
も
厳

し
い
状
況
に
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
時
点

で
K
2
は
先
送
り
す
る
事
と
し
て
、
目

標
の
山
を
、
K
2
と
同
じ
カ
ラ
コ
ル
ム

山
域
に
あ
る
、
ガ
ッ
シ
ャ
ブ
ル
ム
I
峰
、

ガ
ッ
シ
ャ
ブ
ル
ム
H
峰
、
ブ
ロ
ー
ド
・

ピ
ー
ク
の
三
山
に
置
き
換
え
た
。

こ
の
登
山
は
、
出
来
る
だ
け
岳
連
内

か
ら
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
を
目
指
し
て
い
る
若

い
会
員
に
参
加
を
促
し
、
経
験
を
積
ん

で
、
さ
ら
に
次
な
る
目
標
に
進
ん
で
も

ら
い
た
い
と
行
っ
た
登
山
で
あ
っ

た。
全
て
が
思
い
描
い
た
様
に
は
行
か
な

か
っ
た
が
、
八
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
頂

き
を
踏
み
、
自
信
を
得
た
隊
員
も
い
た

の
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

カ
ラ
コ
ル
ム
登
山
か
ら
、
二
年
が
経

と
う
と
し
て
い
る
。
そ
ろ
そ
ろ
K
2
の

計
画
を
立
ち
上
げ
た
い
と
考
え
て
い
る

が
、
酸
素
ボ
ン
ベ
の
購
入
や
、
冬
の
バ

ル
ト
ロ
氷
河
は
、
降
雪
と
寒
さ
で
、
ポ

ー
タ
ー
が
途
中
で
逃
げ
出
し
て
し
ま
う

の
で
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
等
の
チ
ャ
ー
タ

ー
を
思
う
と
、
潤
沢
な
資
金
が
必
要
に

な
っ
て
く
る
。

日
本
経
済
は
今
も
っ
て
不
景
気
か
ら

脱
出
出
来
て
お
ら
ず
、
な
か
な
か
本
腰

を
入
れ
て
実
行
に
う
つ
す
事
が
出
来
ず

に
い
る
。
し
か
し
、
か
と
言
っ
て
景
気

の
回
復
を
待
っ
て
い
た
の
で
は
＼
い
つ

ヒ
マ
ラ
ヤ
へ
行
け
る
か
分
か
ら
な
い
状

況
で
あ
る
。

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
頂
上
を
効
率
良
く
陥
す

に
は
、
国
内
で
の
山
行
と
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
は
勿
論
で
あ
る
が
、
や
は
り
、
足
繁

く
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
に
出
掛
け
る
の
か
一

番
の
良
策
と
思
っ
て
い
る
。

岳
連
内
で
、
今
出
来
る
ヒ
マ
ラ
ヤ
登

山
と
考
え
、
目
標
に
向
か
っ
て
八
、
〇
〇

〇
メ
ー
ト
ル
峰
、
冬
期
で
あ
る
こ
と
、

資
金
面
で
、
無
酸
素
、
荷
上
げ
の
為
の

シ
ェ
ル
パ
を
使
わ
ず
、
隊
員
の
力
だ
け

で
行
え
る
山
と
し
て
、
八
、
一
五
六
メ
ー

ト
ル
の
マ
ナ
ス
ル
を
選
ん
だ
。

そ
し
て
、
九
三
年
の
サ
ガ
ル
マ
ー
タ

南
西
壁
の
成
功
は
、
い
か
に
ス
ピ
ー
ド

登
山
が
行
え
る
か
が
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
と

な
っ
て
い
た
の
で
、
秋
に
チ
ョ
ー
・
オ

ユ
ー
を
登
っ
て
、
参
加
隊
員
全
員
が
頂

上
に
立
っ
て
高
度
順
応
を
行
い
、
サ
ガ

ル
マ
ー
タ
の
高
度
へ
と
近
づ
い
た
。

今
回
も
同
じ
く
、
中
国
の
シ
シ
ャ
パ

ン
マ
〈
八
、
〇
二
七
メ
ー
ト
ル
）
で
高
度

順
応
登
山
を
行
い
、
マ
ナ
ス
ル
へ
向
か

う。マ
ナ
ス
ル

総
隊
長

星
野
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轄
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連
会
長
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